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　2009 年 2 月 2 日、（株）ジオスチームは福岡県北九州市で、国内最大となる年間処理能力 11,000 ト
ンの PCB 汚染土壌処理施設の本格的な実用運転を開始した。この浄化技術は、汚染土壌を加熱して




トピックス 3　国内最大の PCB 汚染土壌浄化施設が実用化
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1)　東芝プレスリリース：http://www.toshiba.co.jp/about/press/2009_02/pr_ j0201.htm



































験を通じて、PCB 濃度 14,000mg/kg の汚染土壌に
対しても、その浄化性能（浄化後 PCB 濃度 0.1mg/
kg 未満）や安全性（排ガス、排水、周辺環境等）が確
認された。2007 年 8 月より小規模施設（年間処理
能力 1,700 トン）での実用運転を開始した後、2008
年 10 月からスケールアップした実証試験（年間処
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参考文献 2）を基に科学技術動向研究センターで作成
汚染土壌
揮発ガス
●水蒸気分解
抽出した PCB を1,100℃程度
まで加熱し、処理土壌由来の
水蒸気と反応させて分解する。
湿潤水
●浄化土壌
浄化された土壌は、土木原料
やセメント原料にリサイクル
される。
排気処理
●間接熱脱着
400 ～ 700℃で間接加熱
してPCBを揮発・抽出し、
土壌を浄化する。
水処理
